
4 ・地球上の位置（緯度と経度）

・時差の計算

・球面と平面の世界（地図投影法）

・国家の領域と領土問題

5 ・地図を読むための基礎知識（地形図を読む）

・統計地図の見方とつくり方

（定期考査）

人々の生活と地形 ・世界の大地形

巻く環境 ・さまざまな地形と人々の生活

6 人々の生活と気候 ・気候要素と気候因子

・世界の気候と人々の生活

7 ・生活を支える世界の農業

（定期考査）

・生活を支える世界の工業

巻く環境 ・生活と文化のかかわり

東アジア ・中国の生活・文化

8 ・中国、韓国の生活・文化

9 東南アジア ・東南アジアの生活・文化

南アジア ・南アジアの生活・文化

・中央アジア・西アジア・北アフリカの生活と文化

10 ・サハラ以南のアフリカの生活・文化

（定期考査）

ヨーロッパ ・ヨーロッパの生活・文化

11 ロシア ・ロシアの生活・文化

・アングロアメリカの生活・文化

12 ラテンアメリカ ・ラテンアメリカの生活・文化

（定期考査）

中央アジア・西アジア・北アフリカ

サハラ以南のアフリカ

地球儀や地図から

とらえる現代世界

世界の諸地域の

生活・文化

世界の諸地域の

生活・文化

・一般常識としての基本的な地理的知識を身に付けることを目指します。

・また、その知識を活かしながら地図や資料などを使った作業学習を行い、地理的な見方や考え方を養うことを目指します。

2

4

2

2

4
人間生活を取り

地球上の位置と国家

身近にあるさまざまな地図

３　学習計画

月 単元名 学習活動（指導内容） 時間

　　　　令和５年度シラバス（地理歴史）　　　　　学番（４６）　新潟県立吉田高等学校

教科（科目）

使用教科書

副教材等

帝国書院『高等学校　新地理A』　帝国書院『新詳高等地図』

3学年（地域ビジネスコース）
選択必修

・現代世界の地理的な諸課題を地域性や歴史的背景、日常生活との関連を踏まえて考察し、現代世界の地理的認識を養う。

・地図や地形図、統計などの各種資料を活用することをとおして、地理的な見方や考え方を培う。

・国際社会に主体的に対応し、平和で民主的な国家・社会を形成する日本国民としての自覚と資質を養う。

１　学習目標

２　指導の重点

帝国書院『高等学校　新地理Aノート』

地理歴史（地理A） 単位数 2単位 学年（コース）

評価方法教材

6 ・授業の取り組み

・課題提出

・定期考査

・出席状況

2

・授業の取り組み

・課題提出

・定期考査

・出席状況

・授業の取り組み

・課題提出

・定期考査

・出席状況

・授業の取り組み

・課題提出

・定期考査

・出席状況

4

4

人々の生活と産業・文化

人間生活を取り
2

人々の生活と産業・文化

アングロアメリカ

4

2

2

2

2

2



オセアニア ・オーストラリアの生活・文化

・日本の自然環境

1 ・日本の自然災害と防災

・災害に備える

環境問題 ・地球的課題の特性とその解決

・地球規模で直面しているさまざまな課題について学ぶ。

2

（定期考査）

3

食料問題

身近な地域の課題

・授業の取り組み

・課題提出

・定期考査

・出席状況

2

2

日本の自然環境と防災

世界の諸地域の生活・文化

地球的課題と

私たち

課題学習

都市・居住問題

資源・エネルギー問題

人口問題

6　担当者からの一言

　地理は暗記科目といわれます。もちろん考査にむけて重要語句や地名を覚える必要はありますが、もともと地理は地域性を見

出す学問。「ここに○○がある」「ここの名産は△△だ」ではなく、「なぜここには〇○があるのか？」「なぜこの地域では△

△が名産になったのか？」という視点で、さまざまな角度からその地域の特徴を見つけ出していきましょう。

以上の観点を踏まえ、下記について総合的に判断して評価します。

①定期考査　　　②ワークノート、授業ノート、課題等の提出物

③授業の取り組み　　　④出席状況

・自分の興味・関心を持った地球的課題について調

べ、レポートにまとめる。

2

評価は次の観点から行います。

・授業の取り組み

・課題提出他

５　評価規準と評価方法

計 64 時間（55分授業）

・ワークノート、授業ノート、課題等を定期的に提出します。

・テーマに沿ってレポートを作成したり、課題学習をすることがあります。

4　課題・提出物等

4

4

2

2

（関心・意欲・態度） （思考・判断・表現） （技能） （知識・理解）

　現代世界の地理的な諸課題に

対する関心と課題意識を高め、

それを意識的に追究するととも

に、国際社会に主体的に生きる

日本人としての責任を果たそう

としている。

　現代世界の地理的事象から課

題を見いだし、それを地域性を

踏まえて多面的・多角的に考察

するとともに、国際社会の変化

を踏まえて公正に判断し、その

過程や結果を適切に表現でき

る。

　地図や統計、画像など地域に

関する諸資料を収集し、有用な

情報を選択、活用することを通

して現代世界の地理的事象を追

究する技能を身に付けている。

　現代世界の地理的な諸課

題についての基本的な事柄

や追究の方法を理解し、そ

の知識を身に付けている。


